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◉「知の統合」研究会報告
フランシスコ・ヴァレラにおける科学と宗教
──「自然化された現象学」の立場からの　　 
　　　　　　　　　　 「知の統合」の試み──
　野　家　伸　也＊
序
　近代の知において特徴的なことは，あらゆる事象を徹底的に対象化し，
対象化されたものについて得られた知そのものを徹底的に形式化していこ
うとすることである。本稿はこのように対象的思惟と形式主義的思惟によ
って特徴づけられる近代の知のあり方の批判，およびそれを踏まえた上で
の「知の統合」──知の全体性の回復──という哲学的課題を果たそうと
する試みの一環をなすものである。本稿の副題にある「自然化された現象
学」とは，この試みを遂行するための方法論を端的に指し示す名称である。
この名称がすでに示唆しているように，本稿での試みを遂行するに当たっ
て，その立脚点として選ばれたのは現象学である。啓蒙的理性の立場に立
って科学的合理性のうちに安住することはできないが，かといって非合理
①
特集「宗教と文化」Ⅱ
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